
「子どもを共に育む京都市民憲章」制定１周年ニュース

古紙配合率100％再生紙・大豆油インクを使用
しています

子どもは社会の宝、皆さんも一緒に育みましょう
平成19年2月5日（育児ニコニコ笑顔の日）に制定した「子どもを共に育む京都市民憲章」は、子ども

の命が粗末に扱われたり、子ども自身が自尊感情を持てず、命を軽視してしまう現実を前に、今、大人

として何をなすべきかを、多くの市民の皆様が活発な議論を交わして定めた、市民共通の行動規範です。

制定から1年が経過した今、本憲章の理念に通じる数々の取組が地域や市民の皆様の手によって展開

されています。

本憲章を御存知なかった方も、子どもたちの今と未来のために、身近にできることから実践し、行動

の輪を広げていきましょう。

「子どもを共に育む京都市民憲章」が
制定１周年を迎えました!!
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わ
た
く
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く
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。

そ
う
し
た
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統
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、
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、
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つ
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大
人
は
、
子
ど
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の
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能
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子
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取
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。

わ
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し
た
ち
は
、
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も
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来
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、
家
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地
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、
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業
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政
な
ど
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あ
ら
ゆ
る
場
で
、
人
と
人
の
絆き

ず
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を
結
び
、
共
に
生
き
る
う
え

で
の
行
動
規
範
と
し
て
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、

一
子
ど
も
の
存
在
を
尊
重
し
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
り
ま
す
。

一
子
ど
も
か
ら
信
頼
さ
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、
模
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と
な
る
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動
に
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ま
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。

一
子
ど
も
を
育
む
喜
び
を
感
じ
、
親
も
育
ち
学
べ
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

一
子
ど
も
が
安
ら
ぎ
育
つ
、
家
庭
の
生
活
習
慣
と
家
族
の
絆き

ず
な

を
大
切
に
し
ま
す
。

一
子
ど
も
を
見
守
り
、
人
と
人
が
支
え
合
う
地
域
の
つ
な
が
り
を
広
げ
ま
す
。

一
子
ど
も
を
育
む
自
然
の
恵
み
を
大
切
に
し
、社
会
の
環
境
づ
く
り
を
優
先
し
ま
す
。

平
成
一
九
年
二
月
五
日
　
制
定

三
月
一
三
日
　
憲
章
を
積
極
的
に
推
進
す
る
市
会
決
議

平成20年（2008）2月 （1）


